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研究成果の概要（和文）：自閉症スペクトラム障害の診断を受けた児童の母親5名が語った自閉症スペクトラム
障害児の特徴に関する音声記録（合計152,870文字）から、2,096件のエピソードを123種類のICF-CYコードに分
類した。また、Twitterから、「自閉症」を含むツイートデータを取得し、ICF-CYコードに分類した。いずれの
データからも、自閉症スペクトラム障害児の特徴および彼らに必要な環境因子を把握するための重要な情報を得
られた。そこで、これらの情報をWeb上で検索、閲覧を行えるシステムを作成し、広く情報共有できるようにし
た。

研究成果の概要（英文）：Based on the voice recording (152,870 letters in total) about the 
characteristics of a child with autism spectrum disorder told by 5 mothers of children who received 
a diagnosis of autism spectrum disorder, 2,096 episodes were classified into 123 ICF-CY codes. 
Furthermore, we obtained tweet data including "Autism" from Twitter and classified it into ICF-CY 
code.All data provided important information for understanding the characteristics of children with 
autism spectrum disorders and the environmental factors they require. Therefore, we created a system
 that can search and browse such information on the Web, enabling us to share information widely.

研究分野：医療情報学

キーワード： 国際生活機能分類　ASD　医療・福祉

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
自閉症スペクトラム障害児の特徴や彼らが必要とする環境因子についてICF-CYで分類することで、自閉症スペク
トラム障害児についての理解を深めることが可能であることを明らかにする共に、その手法についても示した。
また、ICF-CYで分類することで、各児童の促進因子や阻害因子を含む特徴を比較し、特徴が類似する児童を分類
することも可能であり、同様の症状のある児童についての困難に対する対処等を共有可能な情報も多く含まれて
いた。これらの情報をWeb上で共有可能としたことにより、自閉症スペクトラム障害児についての正しい理解を
広げることが可能となり、支援者が困難への対処について参考とすることも可能となった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
障害のアセスメントツールは数多く存在し、特に医療や教育の場面で多く活用されている。
医療や教育は元来、本人の心身機能の改善や成長、発達のような「個人の変化」を促すことを
目指しており、医学モデル的なアプローチを行うことが主な役割である。そのためか、現存す
る多くのアセスメントツールは国内外を問わず、心身機能や活動に対して医療、教育的対応の
検討をするため、あるいはその効果を測るためのものがほとんどであり、環境因子はあまり注
目されてこなかった[1]。著者らは、障害児の教育現場で発生したデータを用いて環境因子に注
目して分析をした経験があるが、やはり環境因子に着目した件数自体が少なかった[2]。また近
年、ICFを基に活動や参加に対する評価項目が作られる例が増えたが、評価尺度の中に環境因
子が混在していることが多く（例：「見守りがあればできる」「介助があればできる」など）、障
害児が現在利用できる人的支援や制度・その他の物的環境はどの程度か、またその環境が障害
児の生活にとってどれほど重要であるかといった、環境因子そのものの量や障害児の生活の実
行状況との関係を確認しようとする研究は少ない。 

 
２．研究の目的 
本研究では、障害児が快適な社会生活を過ごすための基盤として重要な社会・文化・物理的
環境を含むあらゆる環境の促進因子および阻害因子を ICF で分類して把握することを目指す。
障害児に影響を与える環境因子を Web 上で公開し共通の悩みを抱える人を含む社会全体で情
報を共有し、障害児がより生活しやすい環境の促進につなげることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
３．(１)．ICF に基づいた障害児の生活機能に影響する環境因子の整理 
３．(１)．①．自閉症スペクトラム障害と診断された児童の母親への面接調査からの整理 
 自閉症スペクトラム障害に該当する診断を受けた 14 歳男子、12 歳男子、11 歳男子、6 歳男
子、10 歳男子（それぞれの研究対象者を事例 A、B、C、D、Eとする）の母親へ、子どもの特徴
を面接調査した録音記録（5名の記録の合計 152,870 文字）を対象とし、ICF-CY コード化を行
った。例えば、「集団行動がとれない」という特徴は ICF-CY の「d720 複雑な対人関係」に分類
される。これらの分類コードの件数から度数分布表を作成し、自閉症スペクトラム障害児の特
徴をヒストグラムにしてグラフ化した。さらに 5名の自閉症スペクトラム障害児の特徴の類似
度を検討するために、作成した度数分布表を用いてクラスタ分析を行った。 
 
３．(１)．②．SNS 上のデータからの整理 
 SNS 上には無限とも言える大量の情報が発信されている。そこで Twitter に注目し、「自閉症」
を含むツイート情報を収集して分析した。2017 年 9 月 18 日から 2017 年 11 月 2 日までの期間
に「自閉症」を含むツイートを検索したところ、24,305 件のツイートデータが取得できた。そ
のうち、全く同じツイート内容のデータが 12,144 件あったため、これらを除いた 12,161 件を
分析対象とした。 
 まず、ツイートデータが自閉症スペクトラム障害の特徴を把握する情報源になり得るかどう
か、KH Coder を用いて分析対象全体の概要把握を行った。その後、ツイート内容を ICF-CY で
分類した。 
 
３．(２)．ICF に基づいた障害児の生活機能に影響する環境因子の情報共有サイトの構築 
 自閉症スペクトラム障害と診断された母親への面接調査から得た児童のエピソードのキーワ
ードとそれに対応する ICF-CY コード情報、および Twitter データから得たツイート内容とそれ
に対応する ICF-CY コード情報を対象に Web 上に公開し、さらにキーワードで検索可能とした。
開発には PHP、データベースは MySQL を用いた。 
 
４．研究成果 
４．(１)．ICF に基づいた障害児の生活機能に影響する環境因子の整理 
４．(１)．①．自閉症スペクトラム障害と診断された児童の母親への面接調査からの整理 
5 名の母親が語った音声記録の文字数は合計で 152,870 文字あり、この記録から 2,096 件の
エピソードが 123 種類の ICF-CY コードに分類できた(表 1)． 
 

表 1 事例ごとの音声記録文字数と ICF-CY件数  

 事例 A 事例 B 事例 C 事例 D 事例 E 合計 

音声記録文字数 38,144 31,141 27,694 23,252 32,639 152,870 

ICF-CYに分類で
きたキーワード数 714 389 425 189 379 2,096 

 
ICF 構成要素のレベルでみると、個人ごとにいくらかばらつきはあるものの、心身機能、活



動と参加、環境因子のそれぞれに大きな偏りなく分類された（21.7% - 49.9%）．全体では心身
機能が最も多く 37.4%となり，次いで環境因子が 32.8%，活動と参加が 29.8％となった(表 2)。 
 

表 2 ICF-CYの構成要素別件数(%)  

 事例 A 事例 B 事例 C 事例 D 事例 E 合計 

心身機能 278 
(38.9%) 

100 
(25.7%) 

212 
(49.9%) 

82 
(43.4%) 

112 
(29.6%) 

784 
(37.4%) 

活動と参加 212 
(29.7%) 

149 
(38.3%) 

112 
(26.4%) 

41 
(21.7%) 

110 
(29.0%) 

624 
(29.8%) 

環境因子 224 
(31.4%) 

140 
(36.0%) 

101 
(23.8%) 

66 
(34.9%) 

157 
(41.4%) 

688 
(32.8%) 

合計 714 389 425 189 379 2,096 
 
全構成要素に渡る第 2レベルの ICF-CY コード件数の一覧表を作成した後に、5名の合計の件
数を基準に降順に並べ替え、合計件数が 10 件以上のコードについてグラフ化したものを図 1
に示す。上位 3 位は、e410 家族の態度、b156 知覚機能、d250 自分の行動の管理となり、構成
要素別件数でそれぞれ 1位のものであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 第 2レベルの ICF-CYコード件数（5名の合計が 10件以上のもの） 
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図 1の基となる度数分布表のデータ
を用いてクラスタ分析を行ったところ、
分布が最も類似する傾向にあったのは、
事例 A と C であることが確認できた
（図 2）。 
個々の症例の特徴が語られた言葉を

ICF-CY によって分類し、ヒストグラ
ムで表現することで、個人の特徴や類
似の症例を把握することが可能である
ことが確認できた。 
 
４．(１)．②．SNS 上データからの整理 
 研究対象データ（「自閉症」というワ
ードを含むツイート）から、頻出ワード
を抽出したところ、「子」「息子」「子供」
「子ども」のような子供に関連するワー
ドが多く抽出された。 
 そこで「子」「息子」「子供」「子ども」
が含まれるツイートだけを分析対象と
して絞り込み、特徴語の関連を確認する
ためにネットワーク分析を行った結果
を図 3に示す。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3自閉症の「子供」に関連するツイートのネットワーク図 
 

 図 3左上に注目すると「お母さん」「教育」「不安」「抱える」という語のまとまりが見て取れ
た。これらは母親が教育について不安を抱えているツイートが含まれることが示唆される。ま
た図 3右上では散髪に関連するツイート、および右下では感覚過敏に関するツイートが含まれ
ることが示唆され、いずれも自閉症特有の日常生活の困難に関連する内容と一致する。 
 次に自閉症スペクトラム障害児が苦手な内容をツイート情報から把握できるか検討した結果
を図 5、6に示す。「苦手」というキーワードが含まれたツイートを KWIC コンコーダンス（図 4）
およびコロケーション統計（図 5）によって表示させた。「コミュニケーション」「人」「会話」
「音」「雑談」などが苦手であることが示唆された。 
 

事例B

事例E

事例C

事例D

事例 A

図 2 クラスタ分析による分布の類似度 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 抽出語「苦手」の KWIC コンコーダンス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 抽出語「苦手」のコロケーション統計 
 

同様の手順で「得意」というキーワードでも分析を行ったところ「現代文」「数学」「時刻表
を覚える」「工作」「かけ算」「わり算」「英語」「文字の形を覚える」などが得意であることが読
み取れた。 
これらの結果から、ツイートデータは自閉症スペクトラム障害の特徴を把握するための情報
源になり得ると判断し、各ツイートとキーワードに対して ICF-CY コード化を行ったところ
1,090 件の ICF コードと対応した（図 6）。図 6に示されるとおり、多くの環境因子についての
情報を取得することができた。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6 ツイート情報から取得した ICF-CY コード件数（10 件以上のもの） 

 
４．(２)．ICF に基づいた障害児の生活機能に影響する環境因子の情報共有サイトの構築 
 図１および図６で示した自閉症スペクトラム障害児の母親からの面談データおよび「自閉症」
を含むツイートデータをICF-CYコード化情報を詳細に検索可能とするWebシステムを作成した。
これにより自閉症スペクトラム障害児がどのようなことに困っているのか、どのような環境が
苦手なのかなど容易に把握可能になった。 
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